
で
あ
る
。
こ
の
層
の
中
か
ら
、
古
銭

。
木
製
品

。
糎
が
出
土
し
て
お
り
、
木
簡

も
こ
の
中
よ
り
出
上
し
て
い
る
。
年
代
の
決
め
手
と
な
る
土
器
は
出
上
し
て
い

な
い
が
、
木
簡
も
前
述
の
溝
と
同
時
期
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

８
　
木
街
の
釈
文

。
内
容

①
　　ちるナヽ
の
つれ撃科　　　　　　　　　　　　（Ｆじ×鶴×卜
⇔毬

上
部
は
欠
損
し
て
お
り
、
上
に
も
文
字
が
書
か
れ
て
い
た
可
能
性
は
あ
る
が
、

「ち
」
の
上
に
空
白
部
分
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

「ち
」
よ
り

一
連
の
単
語

が
始
ま
る
よ
う
で
あ
る
。

「
ち
や
く
」
「
つ
ほ
」
「
た
ね
」

の
三
つ
の
単
語
か
ら

な
り
、

「
つ
ほ
」
は

「坪
」
、

「た
ね
」
は

「種
」
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

「ち
や

く
」
に
つ
い
て
は
、
地
名
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
「と
の
田
で
使
う
種
椒
」

セ
い
う
意
味
に
な
ろ
う
。
こ
の
木
簡
の
出
上
し
た
土
坑
か
ら
祝
が
出
上
し
て
い

る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
こ
の
遺
構
は
ハ
種
祝
の
貯
蔵
穴
で
、
木
簡
は
そ
の
標
に

使
用
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

！木
宿
の
釈
読
に
あ
た

っ
て
は
、
島
根
大
学
法
文
学
部
井
上
寛
司
氏
の
ご
教
示

を
受
け
た
。

（松
山
智
弘
）

岡
山
。
岡
山
城
二
之
丸
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．２４

所
在
地
　
　
　
岡
山
市
丸
の
内

一
丁
目

調
査
期
間
　
　
一
九
九
〇
年

（平
２
）
六
月
ｉ
八
月

発
掘
機
関
　
　
中
国
銀
行
本
店
建
設
事
業
坦
蔵
文
化
財
調
査
委
員
会

調
査
担
当
者
　
乗
岡
　
実

。
安
川
　
満

（岡
山
市
教
育
委
員
会
）

遺
跡
の
種
類
　
城
下
町

（郭
内
侍
屋
敷
跡
）
ほ
か

遺
跡
の
年
代
　
一
五
ｉ

一
九
世
紀
ほ
か

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
地
は
、
岡
山
城
本
丸
天
守
台
の
南
西
約
五
Ｏ
Ｏ
ｍ
の
、
都
心
部
に
位
置

す
る
。
調
査
の
結
果
、
江
戸
中

・
後
期
の
遺
構
群
を
別
と
し
て
、
承
応
三
年

（
一

い耐
Ｍ
粥
海
理
論
悪
＼
強
濃
運
５
群
猛
ぐ
　
　
六
五
四
）
と
み
ら
れ
る
洪
水
砂

層
の
下
で
、
桃
山
時
代
か
ら
江

戸
時
代
前
期
に
至
る
大
別
三
時

期
の
侍
屋
敷
跡
を
、
各
々
山
土

造
成
層
を
換
ん
で
、
面
的
に
確

認
し
、
城
下
町
形
成
期
の
屋
地

の
変
遷
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き

た
。第

Ｉ
遺
構
面

（仮
称
）
は
、

7654321

(岡山南部)



寛
永
九
年

（
三
全
三
）
の
城
下
町
絵
図
と

一
致
す
る
屋
敷
割
を
持
ち
、
出
土
遺

物
か
ら
し
て
も
、
江
戸
初
期
の
池
田
氏
段
階
の
も
の
と
み
ら
れ
る
の
に
対
し
、

第
Ｉ
遺
構
面
は
、
宇
喜
多
秀
家
段
階
、
つ
ま
り
、
本
丸
移
転
を
合
め
天
正

一
九

年

（
一
五
九
こ

以
後
展
開
す
る
城
下
町
の
改
造

・
拡
大
期
の
も
の
を
中
心
と
し
、

一
部
、
関
ケ
原
の
戦
直
後
の
小
早
川
秀
秋
段
階
を
経
て
池
田
氏
入
封
時
点

（
一

六
〇
一こ

頃
ま
で
の
も
の
を
含
ん
で
い
る
可
能
性
も
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

第
１
遺
構
面
で
は
、
屋
敷
境
の
塀
、
掘
立
柱
建
物
と
そ
の
掘
形
基
礎
部
分
の

地
業
、
石
組
井
戸
、
庭
先
の
ゴ
ミ
穴
群
な
ど
が
確
認
さ
れ
、
明

。
備
前

・
美
濃

・
唐
津

・
李
朝
と
い
っ
た
陶
磁
器
、
土
師
質
土
器
、
漆
塗
椀

・
箸
、
下
駄
、
か

ん
ざ
し
、
羽
子
板
、
コ
マ
、
桶
、
木
鍬
、
鍵
、
鉄
砲
玉
、
中
国
銭
の
ほ
か
、
金

箔
押
し
の
鬼
瓦
な
ど
も
出
土
し
た
。
次
に
紹
介
す
る
木
簡
も
、
こ
の
遺
構
面
の

ゴ
ミ
穴
か
ら
出
上
し
た
。
中
で
も
ω
が
出
上
し
た
ゴ
ミ
穴
は
、
長
辺

一
〇
ｍ
余

り
、
深
さ

一
・
七
範
の
大
規
模
な
も
の
で
、
挿
図
の
陶
磁
器
を
伴

っ
て
い
る
。

な
お
第
Ⅲ
遺
構
面
は
、　
一
五
九

一
年
以
前
に
遡
る
可
能
性
が
あ
り
、
上
層
と

は
異
な
っ
た
位
置
で
の
築
地
塀
の
存
在
は
、
本
丸
石
山
期
の
城
下
町
プ
ラ
ン
と

岡
山
期
の
そ
れ
と
の
ず
れ
を
示
す
可
能
性
も
あ
る
。

８
　
木
衡
の
釈
文

。
内
容

ω

　

「
二
□
王
（純
字
）
　

十
羅
剰
女

南
無
妙
法
蓮
華
経
　
除
災
安
全

両
天
　
（梵
字
）
　

一二
十
番
神
　
」

1990年出上の木簡

】
∞
］
×

Ｎ
∞
×

⇔
　

〇
畔
μ

(2)
第Ⅱ違構面共伴遺物

(鬼瓦はS=%で 太点は金箔、細点は朱漆のみ、他は S=%)

ふ
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②

　

「
寄
宿
御
免

（謡
じ
×
含
Юｏ）
×
Φ
　
ΦＥ

ω
は
、
日
蓮
宗
の
護
札
で
、
墨
書
を
避
け
た
中
程
に
鉄
釘
が
遺
存

・
貫
通
し
、

屋
敷
柱
に
打
ち
付
け
ら
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
墨
書
は
、
末
尾
が
極
端
に
跳

ね
る
ヒ
ゲ
題
目
を
中
央
に
配
し
、

「除
災
安
全
」
を
続
け
て
い
る
。　
上
左
右
の

「両
天
」
と

「
二
□
王
」
は
合
わ
せ
て
四
方
仏

（四
天
王
も
し
く
は
そ
の
代
用
）
を

示
す
も
の
で
あ
ろ
う
か

（コ
一□
王
」
は
、
コ
一尊
王
」
コ
一明
王
」
ま
た
は

コ
一聖
」

の
可
能
性
が
あ
る
）。
中
左
右
の
梵
字

（種
子
）
は
、
未
確
定
で
あ
る
が
、
釈
迦
と

多
宝
如
来
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
「十
羅
利
女
」
雲
一十
番
神
」
の
存
在

な
ど
も
含
め
、
全
体
と
し
て
日
蓮
宗
独
特
の
教
義
に
基
づ
く
護
札
の
構
成
を
示

す
良
好
な
資
料
と
言
え
よ
う
。

文
献
史
料
か
ら
、
宇
喜
多

（小
早
川
も
）
家
中
に
は
、
か
な
り
の
重
臣
を
含
め
、

日
蓮
宗
信
徒
が
数
多
く
い
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
本
資
料
は
そ
の
こ
と
と
も
適

合
す
る
。

②
は
継
板
に
書
か
れ
て
い
た
も
の
の

一
部
で
、
四
文
字
の
左
と
下

へ
の
連
続

は
不

‐明
で
あ
る
。
疫
神
の
寄
宿
を
避
け
る
護
札
で
あ
ろ
う
か
。

以
上
の
ほ
か
、
金
箔
鬼
瓦
と
同
じ
ゴ
ミ
穴
か
ら
も
墨
書
の
あ
る
小
板
片
が
出

上
し
て
い
る
が
、
判
読
は
今
の
と
こ
ろ
困
難
で
あ
る
。

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（乗
岡
　
実
）

広
島
・
草
戸
千
軒
町
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
広
島
県
福
山
市
草
戸
町

２
　
調
査
期
間
　
　
第
四
四

。
四
五
次
調
査
　
一
九
八
九
年

（平
１
）

一
二
月

を

一
九
九

一
年
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
広
島
県
草
戸
千
軒
町
遺
跡
調
査
研
究
所

４
　
調
査
担
当
者
　
代
表
　
松
下
正
司

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
平
安
時
代
ｉ
江
戸
時
代

（中
心
は
鎌
倉

・
室
町
時
代
）

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

第
四
四

。
四
五
次
調
査
区
は
、
遺
跡
包
蔵
中
州
の
北
端
部
に
位
置
し
、
東
西

四
五
ぞ
八
五
ｍ
、
南
北
七
〇
ｍ
の
約
五
〇
〇
〇
ド
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
大
規

模
調
査
の
結
果
、
中
州
北
部
は
遺
構
面
の
削
平
が
激
し
く
、
井
戸
を
中
心
に
、

地
中
深
く
掘
り
込
ま
れ
た
も
の
が
残
る
の
み
で
あ
る
。
今
回
の
調
査
区
も
同
様

∩

第44。 45次調査位置図




